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　９月定例会では、９つの会派が代表質問を行いました。代表質問を行った会派の名称、

発言順及び発言持ち時間は次のとおりです。

　日本共産党（111 分）、創生市川第３（77 分）、無所属の会（111 分）、公明党（162 分）、

創生市川第１（77 分）、自由民主党（94 分）、清風会（111 分）、新しい流れ（77 分）、

創生市川第２（77 分）。

原子力発電所（写真は川内原発）

愛煙家はマナーを守った喫煙を

消防隊員は出動に備え日々訓練を重ねている

受
動
喫
煙

防
止
対
策

新
年
度
の

予
算
編
成

外
国
人
の

扶
養
控
除

人
口
減
少
と

危
機
管
理

東
海
第
二
原
発

の
再
稼
働

問　
受
動
喫
煙
の
防
止
対
策
に

つ
い
て
、
国
の
通
知
や
検
討
会

で
は
、
今
後
の
基
本
的
な
方
向

性
と
し
て
、
特
に
屋
外
で
、
子

ど
も
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
公

園
や
通
学
路
等
の
公
共
的
空
間

で
は
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の

配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
子
ど
も

へ
の
被
害
防
止
の
た
め
、
公
民

を
問
わ
ず
各
分
野
の
者
や
団
体

が
取
り
組
み
に
参
画
し
努
力
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
現

在
、
本
市
で
は
公
園
で
の
喫
煙

は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
市
内

の
公
園
に
お
け
る
喫
煙
の
現
状

や
今
後
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
市
民
マ
ナ
ー
条
例
で
は
、

公
園
内
の
歩
行
喫
煙
は
禁
止
と

し
、
喫
煙
す
る
場
合
は
携
帯
用

灰
皿
を
使
用
し
、
そ
の
場
に
と

ど
ま
っ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
公
園
内
喫
煙
に
関
し
て
は
、

喫
煙
者
の
自
主
的
な
配
慮
を
求

め
る
掲
示
物
の
設
置
等
で
対
応

し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
園
利

用
者
か
ら
は
受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
被
害
の
懸
念
等
か
ら
、
公

園
内
を
禁
煙
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
公
園
内
喫
煙
に

つ
い
て
は
、
改
正
健
康
増
進
法

も
屋
外
で
の
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
求
め

て
お
り
、
受
動
喫
煙
防
止
に
関

す
る
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
公

園
の
禁
煙
に
向
け
、
関
係
各
機

関
で
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
長
は
、
前
市
政
か
ら
の

施
策
の
転
換
を
図
る
に
当
た
り
、

継
続
す
べ
き
事
業
の
選
定
の
他
、

新
規
事
業
の
実
施
に
必
要
な
予

算
確
保
の
た
め
既
存
事
業
の
廃

止
等
も
決
断
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
新
年
度
予
算
要

求
を
見
据
え
た
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ

ー
で
は
ど
の
よ
う
な
見
直
し
を

行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
暮
ら
し
や
福
祉
、

教
育
の
充
実
を
求
め
る
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ

問　
外
国
人
の
扶
養
控
除
の
現

状
に
つ
い
て
、
国
外
に
居
住
す

る
扶
養
親
族
の
平
均
人
数
は
国

内
と
比
べ
て
多
く
、
控
除
適
用

問　
人
口
減
少
社
会
と
い
っ
て

も
高
齢
化
が
進
む
た
め
、
消
防

救
急
体
制
は
一
層
充
実
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
。
本
市
の
消
防
力

の
現
状
と
今
後
の
認
識
を
問
う
。

同
様
に
、
市
民
の
安
全
安
心
な

生
活
を
守
る
に
は
自
衛
隊
員
の

確
保
も
重
要
で
あ
り
、
法
が
定

め
る
自
衛
官
募
集
事
務
へ
の
協

額
も
多
額
に
上
る
も
の
の
、
申

告
時
の
提
出
書
類
等
の
不
備
に

よ
り
税
務
署
が
控
除
要
件
の
具

備
を
十
分
に
確
認
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
と
い
う
。
本
市
で
の

多
人
数
の
扶
養
控
除
の
現
状
及

び
本
市
に
お
け
る
国
外
居
住
の

扶
養
親
族
の
確
認
方
法
を
問
う
。

答　
本
市
の
平
成
30
年
度
課
税

状
況
は
、
扶
養
控
除
の
あ
る
課

税
者
全
体
の
約
０
・
２
％
に
当

た
る
１
７
９
人
が
扶
養
親
族
６

人
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
地

方
税
に
お
け
る
国
外
居
住
の
扶

養
親
族
に
関
し
て
は
、
29
年
度

課
税
か
ら
続
柄
証
明
書
類
及
び

送
金
証
明
書
類
が
申
告
時
に
必

要
と
な
り
、
市
は
こ
れ
を
受
け
、

公
的
機
関
や
金
融
機
関
が
発
行

す
る
証
明
書
の
提
出
を
求
め
、

か
つ
、
送
金
の
受
取
人
の
み
を

控
除
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

力
は
本
市
も
更
に
推
進
す
べ
き

で
あ
る
。
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
本
市
の
消
防
力
は
国
の
整

備
指
針
に
比
べ
て
も
劣
っ
て
い

な
い
が
、
高
齢
者
増
と
共
に
市

民
ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
た
め
、
今

後
も
計
画
的
に
消
防
力
を
充
実

強
化
し
た
い
。
ま
た
、
自
衛
官

募
集
に
つ
い
て
は
年
３
回
の
広

報
紙
掲
載
等
を
行
っ
て
い
る
が
、

募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
市
公

式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
等
、

よ
り
積
極
的
に
協
力
し
た
い
。

う
な
市
民
生
活
優
先
の
予
算
編

成
を
求
め
る
声
に
対
し
、
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
で
は
各

部
局
よ
り
様
々
な
提
案
を
受
け
、

10
月
の
予
算
要
求
ま
で
に
解
決

す
べ
き
課
題
の
指
摘
を
行
っ
た
。

具
体
的
な
見
直
し
は
、
今
後
の

予
算
編
成
作
業
の
中
で
協
議
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
常
に
「
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
」
を
挙
げ
る
こ
と
を

目
指
し
、
将
来
世
代
に
過
度
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
今
後
も
市
民
の
生
活
に
寄

り
沿
っ
た
予
算
編
成
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
東
海
第
二
原
発
の
運
転
期

間
20
年
延
長
申
請
に
対
し
、
原

子
力
規
制
委
員
会
が
再
稼
働
に

繋
が
る
審
査
書
案
を
了
承
し
た
。

も
し
同
原
発
で
重
大
事
故
が
発

生
す
れ
ば
、
千
葉
県
内
で
は
福

島
第
一
原
発
事
故
の
50
倍
か
ら

１
０
０
倍
の
放
射
能
汚
染
が
生

じ
る
可
能
性
を
専
門
家
が
指
摘

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
と

し
て
は
再
稼
働
反
対
の
意
思
を

示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

認
識
を
問
う
。
ま
た
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
先
の
原
発
事
故
の
影
響
は
、

放
射
性
物
質
へ
の
不
安
感
と
い

う
意
味
で
は
現
在
も
残
っ
て
お

り
、
再
稼
働
に
は
万
全
の
対
策

が
必
要
と
の
思
い
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
技
術
の
飛
躍
的
進
展
に

伴
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
コ
ス
ト
も
大
幅
に
引
き
下
が

る
と
い
わ
れ
、
実
現
す
れ
ば
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
よ
り

原
発
は
不
要
に
な
る
と
思
う
。

本
市
と
し
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
関
連
の
動
向
を
積
極
的
に

収
集
し
、
適
切
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

日 

本 

共 

産 

党

清
水
み
な
子

髙
坂
　
　
進

金〔
総
括
質
問
者
〕

子
　
貞
作

廣
田
　
德
子

桜
井
　
雅
人

自
由
民
主
党

中
山
　
幸
紀

ほ〔
総
括
質
問
者
〕

そ
だ
伸
一

佐
藤
ゆ
き
の
り

か
い
づ
　
勉

創
生
市
川
第
３

荒
木
　
詩
郎

松
永
　
鉄
兵

稲〔
総
括
質
問
者
〕

葉
　
健
二

本会議を傍聴するには
会議当日に市役所仮本庁舎５階の受付へ直接
お越しください。住所・氏名を記入するだけ
で入場できます。（傍聴席は 48 席あります）

※傍聴時は、受付時にお渡しする注意事項を
お守りください。


